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論文内容の要旨
【目的】
女性の精神症状と月経周期との関連は古くから注目されている。なかには，明らかに月経周期に一致して操うつ，あ
るいは非定型精神病像の病相期を繰り返す， I性周期に一致した周期性精神病」といわれる一群の症例もある。これら
の患者の病態は，性腺系内分泌機能に強く影響されていると推測されるが，いまだ十分解明されているとは言いがたい。
ところで Carroll らは，感情病の病相期に dexamethasone抑制試験で非抑制を示す症例が他の精神疾患と比べて多
いことを報告し著者らも同様の結果を確認した。この副腎皮質機能冗進は副腎性アンドロゲンの分泌過剰を伴うが，
これが排卵抑制的に作用して感情病における性腺系機能異常を引き起こし，そのために性周期に一致した病像に移行す
るという可能性が考えられた。本研究の目的は，月経周期との関連を有する若年女性の操うつ病，非定型精神病におけ
る性腺系内分泌機能の特徴を，とくにゴナドトロビンおよびアンドロゲンを中心に調べることである。
【方法】
1985 年-1990 年の聞に大阪府立病院精神科を受診した閉経前女性 48 人に対して， LH , FSH, testosterone , 
androstenedione , DHEA -S を測定した。そのうち 12人は月経周期と明らかな関連を有しており(グループ 1， 20.5 
:.t 3.1 歳)， 1 カ月に 6回以下の頻度で繰り返し測定を行なった。グループI の患者に対しては，卵巣の超音波検査も施
行した。対照J疾患群として，月経周期との関連をもたない感情病8例を選び，グループ II とした (32.9 :.t 1 1. 9歳)。健
常対照群として，月経異常のない健康な女性 15 名を選んだ (20.9 :.t 0.3 歳)。
【成績】
グループI の個々の症例と健常対照群とを比較すると， LH高値を 12例中 8 例， FSH低値を 6 例， testosterone 高値
を 6 例， androstenedione高値を 5 例， DHEA-S高値を 3例，低値を 2例に認めた。また卵巣超音波検査で， 12例中 8
例に多のう胞性変化を認めた。グループIの 12例中 9例が，①LH高値，②3種のアンドロゲンの少くとも 1 つが高値，
③卵巣の多のう胞性変化の 3項目のうちの 2つ以上を満たした。アンドロゲン高値を示した 8ØIJ中 6ØlJで，口髭・ざそ
う・発達した筋肉骨格などの軽度の男性化兆候を認めた。
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グループI は健常対照群と比べてLHが有意に高く， FSHが有意に低く， testosterone と androstenedione は有意で
はないが高い傾向を示した。グループ II は健常対照群と比べて FSHが有意に低かった。グループ I はグループ II と比
較して LHが有意に高かった。
グループIの臨床的特徴は，①若年女性であること，②月経周期と明らかに関連すること(月経開始時に増悪，黄体期
に憎悪，または排卵期に発症)，③重篤な操うつ‘病像あるいは非定型精神病像を呈したことであった。従来の性周期に一
致する周期性精神病と比較すると， 1 回の病相期が長く，病歴は短く，病相の反復回数が少ない症例が多かった。
グループI の 12例中 10 例にc10miphene 療法を行い， 8例で精神症状が改善したが， 1 ølJでは悪化を認めた。悪化し
た症例は， dexamethasone の連日投与が奏功した。
【総括】
本研究では，ある共通した臨床的特徴(繰うつ病像あるいは非定型精神病像を呈し，月経周期と明らかに関連した経
過を示す若年女性)をもっ患者において，超音波検査における卵巣の多のう胞性変化とともに，多のう胞卵巣症候群
CPCO) と類似した内分泌異常が比較的高頻度にみられることが示された。
当初の病態発生仮説に反して，副腎性アンドロゲン CDHEA-S) の過剰を認めたのは 3例のみであり，その他の症例
では卵巣性アンドロゲンの過剰が推測された。すなわち，今回のデータは，副腎性アンドロゲンの分泌過剰が性腺系の
機能異常を引き起こすのではないかという当初の仮説を支持するものではなかった。
現在のところ，グループIの PCO様の病態と精神症状との関連については，次のように考えることができる o PCOの
病態として，中枢ノルアドレナリン機能の冗進が指摘されているが，操うつ病や非定型精神病の病相期でも中枢ノルア
ドレナリン機能の冗進が報告されている。すなわち，グループIの症例と PCO との間で，中枢における機能異常が共通
している可能性がある。このために，若年でいまだ性周期が十分には安定していないグループ I の症例において，精神
病発症後の中枢機能異常が， PCO様の性腺系異常を引き起こした可能性が考えられる。また他方では，精神的ストレス
がPCO の病因のひとつとなる可能性も指摘されており，グループ I の PCO様の病態が，精神病発病までに経験してい
た精神的ストレスによってもたらされた可能性も考えられる。
逆に， PCO患者すべてに精神症状がみられるわけではなく， PCOの病態自体が精神症状を引き起こすとは考えにくい。
著者らは，繰うつ病や非定型精神病の病態に，前述のようにして二次的に生じた PCO様の病態が加わった場合に，性腺
系異常が精神病の経過に影響を与えるのではないかと考えた。
本研究は， PCO の病態と精神科的問題との関連を本邦で初めて指摘したものである。
論文審査の結果の要旨
月経周期と関連した経過を示す女子の精神病は，性腺系機能との関連が強いと推測されるが，その病態は十分には明
らかにされていない。本研究は，月経周期との関連を有する若年女子の感情病を中心に，特にゴナドトロビンとアンド
ロゲンに注目して性腺系内分泌学的検索を行なったものである。
その結果，重篤な繰うつ病像あるいは非定型精神病像を呈し，月経周期と明らかに関連する経過を示した若年女子症
例 12例において， LHの高値， FSHの低値，テストステロン・アンドロステンジオン・ DEHA-S の高値，および超音波
検査における卵巣の多のう胞性変化を比較的高頻度に認めた。これらの性腺系異常は，多のう胞卵巣症候群の特徴と類
似するものであり，両者の病態に何からの関連が存在する可能性が示唆された白さらに，これらの症例のうち 10例にク
ロミフェンを投与して， 8ØIJで精神症状の改善，あるいは病相期の再発防止に効果を認めており，これも，性腺系の病態
と精神病の病態との関連を示唆するものである。
これらの知見は，月経周期と関連する若年女子感情病および近縁疾患における性腺系の病態の特徴を明らかにすると
ともに，治療的にも有益な示唆を与える点で意義があり，学位に値するものと考える。
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